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リリハハビビリリテテーーシショョンンセセンンタターー  始始動動！！  
  

当院のリハビリテーションセンターは、リハビリテーション科医師１名、理学療法士４名、作業療

法士１名、言語聴覚士３名、リハビリ助手２名により運営されており（７月１日現在）、８階にリハビ

リテーション科診察室、理学療法室、作業療法室、言語療法室が整備されています。急性期リハ

ビリを中心に、チームリハビリとしての取り組みを原則としています。特徴的なことは、看護部か

らの全面的なバックアップ体制のもとに呼吸リハビリ、嚥下リハビリ、認知リハビリなどに対応して

いるところです。また、神経内科、整形外科、耳鼻咽喉科、口腔外科、呼吸器内科などの他科と

の連携や、管理栄養士、臨床心理士、歯科衛生士など多種職とのチーム体制のもとに、高次脳

機能障害に対する神経心理カンファレンス、嚥下障害について嚥下回診、栄養サポートチーム

への参加、嚥下造影検査などが実施されており、耳鼻咽喉科とはボイスセンターと関連して音声

機能障害のリハビリが実施されています。今後、訪問 

リハビリも予定されています。 

新病院へ移転後は、総合リハビリテーションＡ施設、 

言語聴覚療法施設基準Ⅰとして約３０名のスタッフに 

よる体制を目指しており、地域リハビリテーションの中 

心としての役割が期待されています。 

               （リハビリテーション科 夏目） 

トピックス 

院是（理念） 
我回生病院は之を永遠に維持し人類の疾患を救療し一視同仁博愛慈善をもって院是とす。 

 
基本方針 

1. 高度な最新の医療をやさしく安全に提供します 
2. 病者の人間性を大事にし、さらにその主体性を尊重し、発揮できる医療を提供します 
3. 地域の中で求められている医療を提供します 
4. 病院職員全員がチームとなり、その能力を充分に生かしあう医療を提供します 
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＜専門外来の紹介＞ ～Ｐａｒｔ.3～   「「「嗅嗅嗅覚覚覚外外外来来来」」」 

 

◎対象症状     ・嗅覚障害全般（感冒後、副鼻腔炎、アレルギー性鼻炎、頭部外傷後、加齢、先天性、薬剤性） 

ニオイがわからない「嗅覚脱失」、ニオイが低下した「嗅覚低下」、 

変なニオイがする「異臭症」、ニオイすぎる「嗅覚過敏」 

             ・その他内分泌疾患に伴う嗅覚症状全般 

◎検査・診療内容  ・嗅覚障害の原因検索と治療                    ＜担当医＞ 

             ・内服・点鼻・外科的治療 

             ・鼻副鼻腔Ｘ線、ＣＴ、ＭＲＩ 

             ・鼻腔ファイバースコープ 

◎検査機器     ・Ｔ＆Ｔオルファクトメーター、電子スコープ 

◎検査上の注意  ・嗅覚検査前 30 分は絶飲食、禁煙                 川本 将浩医師 

◎診察日        毎週 月、水（午前、午後）                      川本将浩医師 

◎予約         不要 

 

！嗅覚障害は原因検索が重要です。当科では各種検査により原因を究明し、 

症状改善に努めております 

夏の病気 

                          
プール熱は「咽頭結膜熱」といい、夏に流行する感染力が非常に強い病気です。 

5 歳以下の小児に多く現れ、症状としてはまず、３９～４０℃の高熱が出ます。その後咽頭炎と結膜炎の両方が

現れ、約 1 週間位続きます。結膜炎は片眼からもう片眼・・・と広がり、時には頭痛や吐き気、腹痛や下痢が起

こることもあります。 

原因は主に「アデノウイルス」と呼ばれるウイルスで潜伏期間は約５～7 日とされています。 

治療はそれぞれの症状に対し治療をおこない、当院では高熱、咽頭炎に対しては小児科（成人は耳鼻咽喉科）

結膜炎に対しては眼科を受診していただき、注射、抗生剤・目薬の投薬をおこなっております。症状がなくなっ

た後も 2～3 日は自宅安静となり、登校、出勤はできません。（感染防止のため） 

＜予防法＞ 

うがい、手洗いが基本です。また、便にもウイルスが存在しますので、排泄後も注意が必要です。特に水泳

前後はシャワー、洗眼、うがいを十分におこなってください 

＜感染経路＞ 

口、鼻、ノド、眼の粘膜、飛沫、便などによる経口感染が主です。タオルの共有などは厳禁！！ 
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＜お知らせ＞ 

☆ 医療機関の皆様へ 

＜他の医療機関よりＣＴ・ＭＲＩの検査依頼に際して＞ 

患者サービスの向上、病診連携の強化を再検討した結果、従来、検査後患者様にお待ち頂

き、フィルム・検査所見を持ち帰っていただいていた方式を改め、今後はフィルム・検査所見

共に配送する事となりました。 

※ 当日中に結果が必要な場合は、従来どおりお待ち頂き、持ち帰りとなります。 

※ 至急で結果が必要な場合は検査所見のみＦＡＸでの送付も可能です。 

（事前にご連絡ください。） 

※ 配送は到着までに２～３日要しますのでご了承ください。 

 

＜乳腺外来の予約制導入＞ 

ここ最近、乳腺外来の患者様が増加し、それに伴い外来待ち時間が長く、大変ご迷惑をおか

けしておりました。 

つきましては、8 月より乳腺外来を予約制とさせて頂くこととなりました。予約の際は当院外科

外来までご連絡ください。 

 

乳腺外来診療時間 

 

木曜日（１３時～１５時３０分、土曜日（９時３０分～１１時３０分） 

 

☆ 入院費の請求について 

８月より入院費の請求日が月３回→２回に変わります。 

＜現在＞                        ＜８月より＞ 

１０日、２０日、月末締めで各５日後くらい     １５日、月末締めで各５日後くらいに請求 

に請求 

※ 請求日までにご退院される場合は従来どおり退院時に請求となります。 
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